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⃝
	

青
色
申
告
と
は

	

こ
こ
で
効
果
を
発
揮
す
る
の
が
青
色
申
告
で

す
。
青
色
申
告
は
、
正
規
の
簿
記
の
原
則
に
従
っ

て
、
帳
簿
を
作
成
し
て
税
申
告
す
る
方
法
で
す
。

煩
雑
な
反
面
、様
々
な
特
典
を
受
け
ら
れ
る
た
め
、

節
税
効
果
は
バ
ツ
グ
ン
で
す
。

❶	

確
定
申
告
の
季
節
が
や
っ
て
き
た

	

毎
年
、
年
度
末
に
な
る
と
頭
を
悩
ま
せ
る
こ

と
に
な
る
の
が
確
定
申
告
で
す
。

「
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
い
つ
も
白
色
」

「
う
ち
は
、
兼
業
だ
か
ら
関
係
な
い
よ
」

と
思
っ
て
い
る
方
々
も
、
今
一
度
申
告
に
つ
い
て

見
直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も
し
か
す
る
と
意
外

な
見
落
と
し
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

⃝
	

そ
も
そ
も
確
定
申
告
っ
て
何
？

	

農
業
者
を
含
む
個
人
事
業
主
は
、
所
得
税
な

ど
を
自
分
で
計
算
し
て
税
務
署
に
納
め
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
一
連
の
手
続
き
の
こ
と
を
確

定
申
告
と
い
い
ま
す
。

	

次
の
図
の
よ
う
に
、
収
入
か
ら
経
費
、
所
得

控
除
を
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
納
め
る
税
額
を
計

算
し
ま
す
。

	

そ
の
た
め
、
必
要
経
費
や
所
得
控
除
の
額
に

よ
っ
て
、
納
税
額
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。（
図
１
）

農
家
の
た
め
の
青
色
申
告「
超
」入
門

白色申告 青色申告

特別控除 なし 10万円 55万円 65万円

条 件 なし ⚫事前に届け出が必要

提出書類
⚫確定申告書
⚫収支内訳書

⚫確定申告書
⚫青色申告決算書

⚫確定申告書
⚫青色申告決算書

記帳方法 簡易簿記 簡易簿記 正規簿記（複式簿記）

提出方法
⚫e-tax
⚫郵送
⚫税務署へ持ち込み

⚫郵送
⚫税務署へ持ち込み

⚫e-tax

収入

所得

必要
経費

課税
所得

税額×税率＝

所得
控除

収入金額から必要経
費を差し引いたもの
が、所得となります。

所得から所得控除を
差し引いたものが、課
税対象となる所得（課
税所得）となります。

（図１）税額の計算

（表１）確定申告の種類
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⃝
		

白
色
申
告
は
、
青
色
申
告
以
外
の
申
告
方
法

の
こ
と
。
以
前
は
帳
簿
の
作
成
と
、
帳
簿
の

保
存
が
不
要
だ
っ
た
の
で
、
手
間
が
か
か
ら

な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
26
年
か
ら
、
白
色
申
告
で
も
帳
簿
の
作

成
と
保
存
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
以
前
ほ

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

❷	

メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん

	

「
青
色
申
告
」

	

そ
れ
で
は
、
青
色
申
告
が
持
つ
メ
リ
ッ
ト
に

は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

⃝
	

特
別
控
除
の
対
象
と
な
る

	
	

そ
れ
ぞ
れ
の
方
式
ご
と
に
、10
万
円
、55
万
円
、

65
万
円
の
特
別
控
除
対
象
に
な
り
ま
す
。

	
	

所
得
税
や
住
民
税
な
ど
の
税
金
、
国
民
健
康

保
険
料
な
ど
の
社
会
保
険
料
の
負
担
額
も
大

き
く
軽
減
さ
れ
ま
す
。

⃝
		

家
族
に
支
払
っ
た
給
与
を
経
費
と
し
て
計
上

で
き
る

	
	

所
得
金
額
が
少
な
く
な
る
た
め
、
税
額
計
算

の
際
に
有
利
に
な
り
ま
す
。

⃝
	

少
額
減
価
償
却
資
産
の
特
例
を
使
え
る

	
	

取
得
金
額
が
30
万
円
未
満
の
減
価
償
却
資
産

は
、
合
計
額
３
０
０
万
円
を
上
限
に
購
入
し

た
年
の
経
費
と
し
て
、
全
額
計
上
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

⃝
	

貸
倒
引
当
金
を
経
費
と
し
て
計
上
で
き
る

	
	

年
末
の
売
掛
金
、
事
業
上
の
貸
付
金
な
ど
の

一
部
を
経
費
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
所
得
金
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
。

⃝
	

三
年
間
の
赤
字
繰
越
が
で
き
る

	
	

赤
字
の
損
失
額
を
翌
年
か
ら
最
長
３
年
間
ま

で
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

	
	

逆
に
前
年
分
が
黒
字
で
、
今
年
が
赤
字
だ
っ

た
場
合
、
純
損
失
の
繰
り
戻
し
が
可
能
で

す
。
こ
の
場
合
は
税
金
の
一
部
が
還
付
さ
れ

ま
す
。

⃝
	

収
入
保
険
に
加
入
で
き
る

	
	

収
入
保
険
は
、
個
人
ご
と
の
収
入
金
額
を
基

準
と
し
保
険
設
計
す
る
た
め
、
補
償
が
分
か

り
や
す
く
、
ど
ん
な
事
故
に
も
対
応
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

	

表
２
は
、
青
色
申
告
と
白
色
申
告
の
節
税
効

果
を
比
較
し
た
、
簡
単
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
支

払
税
額
に
最
大
で
約
10
万
円
も
違
い
が
出
て
お

り
、
節
税
効
果
の
大
き
さ
が
わ
か
り
ま
す
。

	

ま
た
、
健
康
保
険
料
の
金
額
に
も
影
響
す
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

白色申告 青色申告
簡易簿記 簡易簿記 正規簿記

事業所得

事 業 利 益 500万円 500万円 500万円
必 要 経 費 200万円 200万円 200万円
青 色 申 告 特 別 控 除 ― 10万円 65万円
所 得 金 額 300万円 290万円 235万円

所 得 税
所 得 控 除 の 合 計 172万円 172万円 172万円
課税される所得金額 128万円 118万円 63万円
所 得 税 等 ６万５千円 ６万円 ３万２千円

住 民 税
所 得 控 除 の 合 計 154万６千円 154万６千円 154万６千円
課税される所得金額 145万４千円 135万４千円 80万４千円
個 人 住 民 税 14万３千円 13万３千円 ７万８千円

支払税額の合計 20万８千円 19万３千円 11万円
国民健康保険料 42万円 41万円 36万円

※配偶者一人、扶養一人の場合の計算イメージです。比較すると約10万円の節税効果があります！

（表２）白色申告と青色申告の比較
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①		

４
月
か
ら
の
繰
り
越
し
現
金
は
10
万
円
だ
っ
た
。

②		

５
月
１
日
の
野
菜
売
上
は
現
金
で
５
万
円
だ
っ
た
。

③		

５
月
１
日
に
苗
代
２
万
円
を
現
金
で
支
払
っ
た
。

④		

５
月
３
日
に
肥
料
代
３
万
円
を
現
金
で
支
払
っ
た
。

⑤		

５
月
４
日
の
野
菜
売
上
は
現
金
で
10
万
円
だ
っ
た
。

	

残
高
の
部
分
を
見
れ
ば
、
５
月
４
日
現
在
の

手
持
ち
現
金
が
20
万
円
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
よ
ね
。

	

作
成
す
る
帳
簿
も
一
つ
で
済
む
の
で
、
簡
単

で
す
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
売
上
の
集
計
や
、
経

費
の
集
計
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
集
計
す
る
た
め
に

は
、
一
行
一
行
を
見
な
が
ら
、
電
卓
を
た
た
く
し

か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

⃝
	

複
式
簿
記

	

そ
れ
に
比
べ
て
複
式
簿
記
は
、
取
引
の
二
面

性
に
着
目
し
た
方
法
で
す
。
②
に
着
目
す
る
と
、

野
菜
を
５
万
円
売
り
上
げ
た
・
売
上
代
金
は
現
金

で
受
け
取
っ
た
と
い
う
二
つ
の
面
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
表
４
）

	

こ
の
表
を
仕
訳
帳
と
言
い
、
複
式
簿
記
の
ル
ー

ル
に
基
づ
い
て
、
す
べ
て
の
取
引
を
記
載
す
る
役

割
を
持
ち
ま
す
。

	

発
生
し
た
取
引
は
、
仕
訳
帳
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
総
勘
定
元
帳
に
転
記
さ
れ
る
の
で
、
科
目
ご
と

の
取
引
や
、
残
高
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

❸	

正
規
簿
記
は
怖
く
な
い
！

	

こ
こ
ま
で
節
税
効
果
が
違
う
と
、
青
色
申
告
を

や
り
た
い
！	
と
思
う
方
も
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。

	

し
か
し
、
節
税
効
果
を
最
大
化
す
る
た
め
に

は
正
規
簿
記（
複
式
簿
記
）の
作
成
が
必
要
で
す
。

「
複
式
簿
記
な
ん
か
難
し
い
し
で
き
な
い
」
と
考

え
る
方
も
多
く
い
る
で
し
ょ
う
。
確
か
に
正
規
簿

記
は
複
雑
で
知
識
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
す
べ
て

を
理
解
し
て
手
書
き
で
申
告
し
て
い
る
人
は
ほ
と

ん
ど
い
ま
せ
ん
。

	

最
近
は
、
簿
記
の
知
識
が
無
く
て
も
簡
単
に

使
え
る
会
計
ソ
フ
ト
が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。

得
ら
れ
る
節
税
効
果
を
考
え
た
ら
や
ら
な
い
方
が

も
っ
た
い
な
い
で
し
ょ
う
。

⃝
	

単
式
簿
記

	

単
式
簿
記
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
現
金
の
残

高
を
示
す
家
計
簿
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
確
定
申

告
で
い
う
簡
易
簿
記
と
は
、
概
ね
こ
の
単
式
簿
記

の
こ
と
で
す
。

	

表
３
は
、
単
式
簿
記
で
①
～
⑤
の
取
引
を
記

帳
し
た
も
の
で
す
。

日付 摘要 収入 支出 残高

① ５月１日 繰越 100,000

② ５月１日 野菜売上 50,000 150,000

③ ５月１日 苗代 20,000 130,000

④ ５月３日 肥料代 30,000 100,000

⑤ ５月４日 野菜売上 100,000 200,000

日付 借方 摘要 貸方

② ５月１日
現金

50,000
野菜の販売

野菜売上
50,000

③ ５月１日
苗代

20,000
苗の購入

現金
20,000

④ ５月３日
肥料代
30,000

肥料の購入
現金

30,000

⑤ ５月４日
現金

100,000
野菜の販売

野菜売上
100,000

（表３）単式簿記の現金出納帳

（表４）複式簿記の仕訳帳
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現
金
の
場
合
は
（
表
５
）、
今
の
手
持
ち
現
金

の
動
き
が
分
か
り
ま
す
し
、
売
上
の
場
合
は
（
表

６
）、
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の
合
計
売
上
額
が
す

ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。

	

複
式
簿
記
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
引
を
積
み
重

ね
て
、
最
終
的
に
貸
借
対
照
表
と
、
損
益
計
算
書

が
作
成
で
き
ま
す
。

	

文
章
だ
け
を
見
る
と
や
は
り
わ
か
り
に
く
く

感
じ
ま
す
ね
。複
式
簿
記
で
申
告
を
す
る
と
き
は
、

自
動
で
記
帳
し
て
く
れ
る
Ｐ
Ｃ
ソ
フ
ト
を
利
用
す

る
の
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
簿

記
の
記
帳
は
以
前
よ
り
も
は
る
か
に
難
易
度
が
下

が
っ
て
い
ま
す
。

❹	

青
色
申
告
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う

	

こ
こ
ま
で
読
ん
で
、
青
色
申
告
を
し
て
み
よ

う
と
思
っ
た
人
は
、
さ
っ
そ
く
申
告
の
準
備
を
し

ま
し
ょ
う
。

【
３
月
15
日
ま
で
】

各
種
書
類
を
税
務
署
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

⃝
	

青
色
申
告
を
始
め
た
い
人

	

『
青
色
申
告
承
認
申
請
書
』

⃝
	

家
族
を
専
従
者
と
し
て
給
与
を
支
払
う
人

	

『
青
色
事
業
専
従
者
給
与
』

	

青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
の
、
各
種
書
類
の

提
出
期
日
は
厳
密
に
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
忘

れ
な
い
よ
う
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

	

今
回
の
記
事
で
は
、
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
る
の
で
、
申
告
を
始
め
る
前
に
一
度
税

理
士
や
青
色
申
告
会
に
相
談
し
て
み
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

※		

個
人
の
状
況
に
よ
っ
て
、
申
請
が
必
要
な
手

続
き
や
節
税
効
果
は
異
な
り
ま
す
。

※		

記
事
中
の
計
算
は
、端
数
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

日付 相手科目 借方 貸方 残高
① ５月１日 繰越 100,000
② ５月１日 野菜売上 50,000 150,000
③ ５月１日 苗代 20,000 130,000
④ ５月３日 肥料代 30,000 100,000
⑤ ５月４日 野菜売上 100,000 200,000

日付 相手科目 借方 貸方 残高
５月１日 繰越 1,200,000

② ５月１日 現金 50,000 1,250,000
⑤ ５月４日 現金 100,000 1,350,000

取材協力
岩渕税理士事務所（大分市）

税理士 岩
いわ

渕
ぶち

 義
よし

文
ふみ

 先生

（表５）総勘定元帳（現金）

（表６）総勘定元帳（売上）

現
在
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
、上
記

⃝

青
色
申
告
承
認
申
請
書

⃝

青
色
事
業
専
従
者
給
与

の
手
続
き
を
、組
合
指
定
の
税
理
士
さ
ん
へ

委
託
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
青
色
申
告

の
相
談
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

ま
た
、手
続
き（
相
談
）に
際
し
、か
か
っ
た

費
用
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が

負
担
し
ま
す
の
で
、青

色
申
告
へ
移
行
し
た
い

場
合
は
、最
寄
り
の
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
、ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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プ
ラ
ン
の
選
び
方
は
？

育
苗
ハ
ウ
ス
は

園
芸
施
設
共
済
に
加
入
で
き
ま
す
。

評
価
額
の
80
％
未
満
で
ご
加
入
の
方

に
は
特
約
が
オ
ス
ス
メ
！

　
制
度
改
正
で
、
林
業
用
の
育
苗
ハ
ウ
ス
も
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
水
害
や
台
風
へ
の
備
え
と
し
て
、
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

普
段
は
森
林
組
合
に
勤
務
し

て
い
ま
す
。
大
分
県
で
は
、
年

間
１
０
０
万
本
の
苗
木
が
不
足

し
て
お
り
、
県
外
か
ら
購
入
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
自
分
も
と

い
う
思
い
で
、
２
年
前
か
ら
２

ア
ー
ル
の
ハ
ウ
ス
を
建
て
て
、
苗

の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　

杉
苗
は
、
冬
の
時
期
に
親
木

か
ら
枝
を
採
り
、
ポ
ッ
ト
に
植

え
て
、
ハ
ウ
ス
で
栽
培
し
ま
す
。
１
ア
ー
ル
あ
た
り
１
万
本
ほ
ど
の
苗
を
栽
培
で
き
、

手
が
足
り
な
い
の
で
、
障
が
い
者
雇
用
の
力
を
借
り
て
作
業
し
て
い
ま
す
。

　
栽
培
す
る
上
で
の
リ
ス
ク
は
、
や
は
り
ハ
ウ
ス
本
体
への
被
害
で
す
。
台
風
対
策

を
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
時
に
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
園
芸
施
設
共
済
に
加
入

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
き
、
間
違
い
な
い
と
い
う
思
い
で
加
入
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
ハ
ウ
ス
を
１
棟
増
設
し
、
今
年
３
万
本
出
荷
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
老
後
の
た
め
に
、
も
う
ち
ょっ
と
頑
張
っ
て
規
模
を
増
や
し
た
い
で

す
ね
。

林
業
関
係
者
の
皆
さ
ん

建
物
共
済

評
価
額
80
％
以
上
の
金
額
で
加
入

全
損
の
と
き

加
入
金
額
の
１
０
０
％
が
共
済
金
と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

一
部
損
の
と
き

加
入
金
額
を
上
限
に
、損
害
額
の
１
０
０
％
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

全
損
の
と
き

加
入
金
額
の
１
０
０
％
が
共
済
金
と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

一
部
損
の
と
き

左
の
計
算
式
を
も
と
に
、
支
払
金
額
が
決
定
し
ま
す
。

支
払
金
額	

＝	

損
害
額	

×	

加
入
金
額	

／	（
評
価
額
×
０・８
）。

一
部
損
（
30
万
円
以
下
の
損
害
の
と
き
）

小
損
害
実
損
て
ん
補
特
約
に
よ
り
、
損
害
額
を
そ
の
ま
ま
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
小
損
害
実
損
て
ん
補
特
約
の
附
帯
に
は
、加
入
金
額
１
０
０
０
万
円
以
上
の
加

入
が
必
要
で
す
。 

※
総
合
共
済
の
場
合
は
、支
払
金
額
の
計
算
が
異
な
り
ま
す
。

鵜う

戸ど	

幹み
き

人と

さ
ん（
50
歳
）

佐
伯
市

⚫ 

杉
苗 

３
ア
ー
ル

ハウスで
杉苗を栽培
しています

火
災
共
済
掛
金
に
プ
ラ
ス
１
１
０
０
円

総
合
共
済
掛
金
に
プ
ラ
ス
３
４
９
０
円

どんな時でも
安心！

掛金を抑えたい方にオススメ
小損害実損てん補特約をプラス！
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新
総
代
を
紹
介
し
ま
す
　
前
総
代
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
に
よ
り
、新
た
に
総
代
と
な
る

73
名
が
次
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。（
順
不
同・敬
称
略
）

総
代
と
は
？

　
組
合
の
代
表
と
し
て
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
総

代
会
に
参
加
し
ま
す
。総
代
会
で
は
、事
業
計
画
や
予
算
な
ど
、組
合
の
運

営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
決
定
し
ま
す
。

別
府
市

	

竹
下　
　
光
弘

杵
築
市

	

江
藤　
由
之
助

	

今
村　
　
耕
治

	

安
倍　
　
公
彦

	

緒
方　
　
　
薫

日
出
町

	

帯
刀　
　
均
二

国
東
市

	

土
谷　
　
清
実

	

石
丸　
　
政
人

	
寺
川　
　
友
春

	
西
村　
　
俊
哉

	

矢
野　
　
秀
明

由
布
市

	

縣　
　
　
次
男

	

佐
西　
　
昌
次

	

吉
廣　
　
順
一

	

葛
城　
　
　
通

	

佐
藤　
　
和
也

大
分
市

	

工
藤　
　
初
司

	

三
浦　
　
博
英

	

阿
部　
　
教
保

	

仲
町　
　
陽
一

	

佐
藤　
　
成
弘

	

船
田　
　
健
一

九
重
町

	

森　
　
　
眞
一

	
佐
々
木　
清
和

	
時
松　
　
満
昭

	
穴
井　
　
　
勲

玖
珠
町

	

井
上　
　
和
洋

	

渡
邉　
　
清
文

	

秋
好　
　
純
生

	

阿
部　
　
謙
次

	

尾
方　
　
嗣
男

日
田
市

	

佐
谷
野　
利
幸

	

田
島　
　
啓
司

	

小
埜　
　
和
義

	

久
野　
　
義
一

	

武
石　
　
眞
澄

臼
杵
市

	

毛
利　
　
　
郁

	

佐
藤　
　
政
雄

	

髙
橋　
二
三
男

	

渡
邉　
　
憲
司

佐
伯
市

	

吉
良　
　
勝
彦

	

染
矢　
　
宣
幸

	

森
竹　
　
　
蕃

	
河
内　
　
満
男

豊
後
大
野
市

	

江
藤　
　
昭
生

	

加
藤　
　
寿
徳

	

古
澤　
　
正
義

	

工
藤　
　
彰
一

	

山
本　
　
　
清

	

戸
伏　
　
義
隆

	

釘
宮　
　
清
忠

竹
田
市

	

油
布　
　
　
晃

	

阿
南　
　
文
明

	

田
部　
　
英
治

	

大
津　
　
祐
二

	

岩
下　
　
敬
吾

	

日
出　
　
憲
光

	

那
須　
　
　
充

豊
後
高
田
市

	

嶋
田　
　
昭
男

	

橋
本　
　
正
廣

中
津
市

	

木
﨑　
　
憲
一

	

熊
谷　
　
雅
之

	

佐
藤　
　
敏
廣

	

村
上　
　
睦
男

	

岩
﨑　
　
邦
夫

	

上
ノ
段　
重
男

宇
佐
市

	

河
野　
　
博
文

	

阿
部　
　
善
浩

	

堀　
　
　
晶
一

	

石
丸　
　
義
己

	

木
下　
　
一
夫

	

下
山　
　
賢
剛

	

奥
田　
　
一
郎

東
部
区

	

（
11
名
）

中
西
部
区

	

（
25
名
）

南
部
区

	

（
22
名
）

北
部
区

	

（
15
名
）

新総代の任期は
令和５年11月21日から３年間です。
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県
内
の
元
気
な
農
業
者
を
紹
介

父
親
が
約
50
年
続
け
て
い
た
花
の
栽
培

を
引
継
ぎ
、
20
年
前
に
就
農
し
た
柳
井
博

之
さ
ん
。

シ
ク
ラ
メ
ン
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
中

心
に
栽
培
し
て
お
り
、
九
州
一
円
の
市
場

に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
自
社
農
園
で
は
直

売
も
行
っ
て
お
り
、
季
節
ご
と
に
変
わ
る

色
と
り
ど
り
の
花
々
が
、
訪
れ
る
お
客
様

に
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

花
の
栽
培
や
出
荷
が
、
５
月
か
ら
12
月

ま
で
と
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
周
年
で
農

業
経
営
を
行
う
上
で
、
安
定
し
た
収
益
を

上
げ
よ
う
と
、
２
年
前
か
ら
イ
チ
ゴ
の
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。

「
初
め
て
取
り
組
む
作
物
な
の
で
試
行

錯
誤
を
し
な
が
ら
栽
培
し
て
い
ま
す
。
環

境
制
御
装
置
や
冷
房
装
置
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
イ
チ
ゴ
に
適
し
た
環
境
を
整

え
高
品
質
の
イ
チ
ゴ
を
お
客
様
に
お
届
け

で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
笑

顔
を
見
せ
ま
す
。

ま
た
、
花
と
イ
チ
ゴ
の
複
合
経
営
を
行

う
こ
と
で
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

も
の
を
提
供
で
き
、
安
定
し
た
収
入
が
見

込
ま
れ
る
ほ
か
、
従
事
者
の
意
識
・
技
能

の
向
上
や
雇
用
促
進
に
も
つ
な
が
る
と
の

こ
と
。

昨
年
か
ら
は
、
お
客
様
に
現
地
で
新

鮮
な
イ
チ
ゴ
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い

と
、
観
光
農
園
で
の
イ
チ
ゴ
狩
り
も
始

め
ま
し
た
。

「
花
も
イ
チ
ゴ
も
お
客
様
が
喜
ん
で
く

れ
て
い
る
笑
顔
が
見
ら
れ
る
の
が
、
何
よ

り
嬉
し
い
で
す
」
と
最
後
に
柳
井
さ
ん
は

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲収穫シーズンに向けて、準備中の農園（12月撮影）
柳や

な

井い	

博ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
（
45
歳
）

お
客
様
の
笑
顔
を
大
切
に⚫ 

花（
鉢
物
ほ
か
） 60
ア
ー
ル

⚫ 

イ
チ
ゴ 

40
ア
ー
ル

株
式
会
社
ヤ
ナ
イ
園
芸　
代
表
取
締
役

臼
杵
市
野
津
町

臼杵市野津町前河内1955
イチゴ狩り期間／  １月６日から５月連休明けまで
 （要予約制）
TEL.090-3072-8786

株式会社ヤナイ園芸 (@yanai8786engei) ▶

▲  「お客様に心から感動を与える花
づくりをしたい」と話す柳井さん
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県
内
の
元
気
な
農
業
者
を
紹
介

幸
野
義
夫
さ
ん
は
、定
年
退
職
後
地
元
に

戻
り
、大
津
留
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
農
業

生
産
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

高
齢
化
に
よ
り
管
理
が
で
き
な
く
な
っ
た

圃
場
を
耕
作
放
棄
地
に
し
な
い
た
め
、地
区

の
農
業
者
た
ち
と
農
作
物
の
栽
培
を
行
っ
て

い
ま
す
。

収
穫
し
た
野
菜
や
小
麦
で
作
っ
た
う
ど

ん
を
、毎
月
第
４
日
曜
日
開
催
の『
お
お
つ
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
』で
販
売
し
て
い
ま
す
。「
圃
場
の

管
理
を
し
て
い
く
の
は
大
変
だ
が
、作
業
人

数
を
増
や
す
な
ど
工
夫
を
し
な
が
ら
地
域
を

守
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

10
年
前
に
会
社
を
辞
め
て
、新
規
就
農
し

た
牧
隆
育
さ
ん
は
、白
ネ
ギ
栽
培
を
50
ア
ー

ル
か
ら
始
め
、現
在
の
規
模
ま
で
拡
大
し
ま

し
た
。

地
元
豊
後
高
田
市
で
新
規
就
農
支
援
制

度
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、一
念
発
起
で
農
業

を
始
め
ま
し
た
。１
年
の
研
修
を
経
て
現
在

ま
で
続
け
て
い
ま
す
。『
実
家
が
白
ネ
ギ
を

作
っ
て
い
た
が
、実
際
に
経
営
を
す
る
の
は

大
変
な
事
だ
っ
た
』と
牧
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
単
収
や
作
業
効
率
の
ア
ッ
プ

を
掲
げ
、探
求
心
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

幸こ
う

野の	

義よ
し

夫お

さ
ん（
68
歳
）

大
津
留
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

地
元
に
戻
っ
て
白
ネ
ギ
栽
培

由
布
市

杵
築
市

豊
後
高
田
市

▲おおつる交流センターで
開催しています

▲ 牧さん（左）と一緒に作業をして
いる鬼

おに

丸
まる

博
ひろ

幸
ゆき

さん（右）

⚫ 

白
ネ
ギ
２・９
ヘ
ク
タ
ー
ル

⚫ 

サ
ツ
マ
イ
モ
15
ア
ー
ル

⚫ 

唐
辛
子 

10
ア
ー
ル 

⚫ 

麦 

20
ア
ー
ル

⚫ 

米 

70
ア
ー
ル 

⚫ 

野
菜 

10
ア
ー
ル

牧ま
き	

隆た
か

育や
す

さ
ん（
54
歳
）

「
自
分
で
試
行
錯
誤
し
た
結
果

が
、肉
や
素
牛
の
買
い
取
り
価
格

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
楽
し
い
」

と
話
す
の
は
、令
和
３
年
に
新
規

就
農
し
た
西
牟
田
ち
ぐ
さ
さ
ん
。

以
前
は
ペ
ッ
ト
ト
リ
マ
ー
の
職

に
就
い
て
い
ま
し
た
が
、知
人
の

肥
育
農
家
か
ら
の
誘
い
で
、牛
の

飼
養
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
そ
れ
ま
で
農
業
に
触
れ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

知
人
の
下
で
２
年
間
牛
を
世
話
す

る
う
ち
に
、牛
が
好
き
に
な
り
、自

分
の
牧
場
を
持
つ
こ
と
を
決
め
ま

し
た
」と
話
し
ま
す
。

就
農
に
あ
た
っ
て
牛
の
飼
養
に

つ
い
て
勉
強
し
た
西
牟
田
さ
ん
で

す
が
、「
実
際
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
学
べ
な
い
こ
と
も
多
く
、病
気

や
事
故
に
遭
う
こ
と
も
多
か
っ

た
。給
水
設
備
が
故
障
し
た
際
は
、

１
日
８
時
間
か
け
て
牛
に
水
を
与

え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」と
就

農
当
初
を
振
り
返
り
ま
す
。

今
後
は
肥
育
牛
の
頭
数
を
増
や

し
、放
牧
へ
の
挑
戦
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

ペッ
ト
ト
リ
マ
ー
か
ら
の
転
身▲「日々新たな試みをした」と話す西牟田さん▲愛情をもって牛と接しています

西に
し

牟む

田た	

ち
ぐ
さ
さ
ん（
39
歳
）

⚫ 
繁
殖
和
牛 

60
頭

⚫ 
肥
育
牛 

22
頭
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牛
が
ス
ト
レ
ス
な
く
飼
育
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、丈
夫
な
子
牛

を
出
荷
し
安
全
安
心
な
牛
肉
、牛
乳
を
生
産
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
す
。

❶	

清
潔
な
飼
育
環
境

	

・	

糞
尿
な
ど
の
排
泄
物
の
除
去
、適
度
な
敷
料
、季
節
に
応
じ
た
換
気

	
	

牛
自
体
の
汚
れ
が
な
く
、疾
病
や
事
故
の
予
防
に
つ
な
が
る
。

 
 

畜
舎
内
の
有
害
な
ガ
ス
や
臭
い
の
発
生
を
防
ぎ
、適
切
な
湿
度
や
温
度
の
調
節
を
。

	

・	

飼
槽
や
飲
水
設
備
の
清
掃

	
	

食
べ
残
し
に
よ
る
飼
料
の
変
質
や
汚
染
を
な
く
す
。安
全
な
飲
料
水
の
確
保
。

	

・	

十
分
な
ス
ペ
ー
ス
の
提
供

	
	

過
密
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
や
事
故
の
軽
減
と
運
動
不
足
の
解
消
。

❷	

周
辺
環
境
の
整
備

	

・		

通
路
、飼
料
な
ど
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
清
掃
、薬
剤
や
資
材
な
ど
の
整
理
整
頓

	
	
	

衛
生
的
で
作
業
効
率
も
ア
ッ
プ
。治
療
な
ど
も
し
や
す
い
。

	

・	

周
囲
の
草
刈
り
、排
水
設
備
や
堆
肥
の
管
理

	
	

 

野
生
動
物
の
侵
入
防
止
、ハ
エ
や
蚊
な
ど
の
害
虫
対
策
。周
辺
住
民
へ
の
気
配
り
を
。

	

・	

水
道
設
備
の
管
理
、畜
舎
照
明
の
設
置

	
	

 

冬
季
の
水
道
凍
結
防
止
。夜
間
の
治
療
や
異
常
の
見
落
と
し
を
無
く
す
た
め
。

　
畜
産
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
で
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
地
や
畜
舎
構
造

の
違
い
を
考
慮
し
つ
つ
、大
事
な
牛
た
ち
が
少
し
で
も
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 牛

舎
の
環
境
に
つ
い
て

診療所
だより

河か
わ

野の 

剛つ
よ
し

獣
医
師

南
部
家
畜
診
療
所

役
員
改
選
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
は
、現
行
組
合
役
員
〔
理
事・監
事
〕
の
改
選
の
年
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
現
行
役
員
の
任
期
は
、
令
和
６
年
６
月
30
日
ま
で
で
す
。

改
選
す
る
役
員
の
数
は
理
事
８
名
、
監
事
３
名
と
従
前
の
通
り
で
す
。

当
組
合
は
役
員
の
選
出
を
総
代
会
に
よ
る
選
任
制
を
採
用
し
て
い
ま
す
の

で
、
令
和
６
年
６
月
中
に
開
催
を
予
定
す
る
第
11
回	

通
常
総
代
会
に
お
い

て
承
認
議
決
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

新
た
に
選
任
す
る
役
員
の
任
期
は
、
令
和
６
年
７
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

な
お
、
改
選
に
関
す
る
具
体
的
な
選
考
は
、
今
後
支
所
ご
と
に
設
置
す
る

「
役
員
推
薦
に
係
る
区
域
（
管
轄
支
所
）
選
考
委
員
会
（
総
代
で
、
か
つ
組

合
長
の
委
嘱
す
る
委
員
73
名
）」
に
よ
る
選
考
・
推
薦
等
の
検
討
協
議
等
を

経
て
、
組
合
役
員
選
任
規
程
の
「
役
員
推
薦
会
議
」
に
よ
り
総
代
会
に
推
薦

す
べ
き
理
事
又
は
監
事
の
候
補
者
を
決
定
し
ま
す
。

こ
の
他
、
管
轄
支
所
に
よ
る
役
員
推
薦
の
手
順
に
つ
い
て
は
、
共
済
部
長

等
を
通
じ
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
支
所
総
務
・
収
入
保
険
課
に
て
承
り
ま
す
。

水
稲
共
済
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
稲
共
済
の
収
量
算
定
に
使
用
す
る
ふ
る
い
目
が
見
直
さ
れ
、
大
分
県
で

は
従
来
の
１・８
mm
か
ら
１
・
85

 

mm
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
県
内
の
農
業
者

が
実
際
に
使
用
し
て
い
る
ふ
る
い
目
幅
に
合
わ
せ
た
見
直
し
で
、
令
和
６
年

産
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

ふ
る
い
目
幅
が
１
・
85

 

m m
に
な
り
ま
す
。
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応 募 方 法	  ハガキまたはＥメールに下記の❶〜❺を記入いただ
きお申し込みください。当選者は発送をもって発表
にかえさせていただきます。

 ❶クロスワードパズルの答え
  ❷感想や１番良かった記事、NOSAI への質問や要望
 ❸郵便番号、住所　❹氏名、年齢　❺電話番号
送 り 先 〒 870-0822 大分市大道町３丁目１番１号
 大分県農業共済組合広報係
Ｅ メ ー ル kirari@nosai-oita.jp

抽選で３名様にプレゼント！

スマホからも応募できます！

締切：令和６年３月25日（月）	［消印有効］

クイズプレゼント
クロスワードパズルに答えてプレゼントをゲット！

【Ⓐ～Ⓓを並べてできる言葉は？】

答え

■
Ⓐ

■
Ⓑ

■
Ⓒ

■
Ⓓ

森梅園・農園
日田市大山町西大山5216

大山町の特産品、梅などを生産
する森梅園・農園から新春プレ
ゼントです。
梅干し２種、梅シロップ、柚子ご
しょう、お守り招福梅、お祝い桜
茶の７つの加工品を可愛く小さ
めパッケージに詰めた人気セッ
トです。祝い事にも、祈願にも、
食卓にも使えてGOOD!!

森梅園・農園

新春お楽しみボックスを
プレゼント

タテのカギ

 1 …  洗濯してす
ぐのこと

 6 …  昨日からの
雪で一面の
銀世界だ

 7 …  放送開始！

 8 …  弔事でよく
用いられる
花

 9 …  屋台でりん
ご○○を買
う

ヨコのカギ
 1 …  ひざ下だけ入浴すること
 2 …  ○○○○の少子化対策
 3 …  晴れているのに雨が!?
 4 …  覚えている過去の出来事
 5 … ライド○○○が広まる

1 Ⓐ 6 8 Ⓓ

4 7

2 Ⓒ

5 9

3 Ⓑ

はつゆき

前回号の答え １し Ⓒ	ゆ ７う か ９く

ゆ れ り

２り ６ら Ⓑ	つ ８く す

４お こ さ ま

３ Ⓐ
は す ５ Ⓓ

き す

住吉浜リゾートパーク入口にリニューアルオープ
ンした「キッチン	せんす」。明るく清潔感があり落ち
着いた雰囲気の店内です。
店主のおすすめメニューはチキン南蛮と春巻きが
盛られた「プレートランチ」。サラダとスープも付い
ており大満足の一品。春巻きはたっぷりの具材にサ
クサクの皮。チキン南蛮は酢の効いた甘酢とタルタ
ルが相性ピッタリ。他にも酢豚定食にはリピーター
さんが多くいるそうです。
「お客さんからの『美味しい』という言葉が励みに
なる。これからも、美味しいと思った料理をジャンル
問わず提供するお店でありたいです」とコメントし
てくれました。

●杵築城
住吉浜リゾートパーク

 ●

奈多海水浴場
 ●キッチン せんす

404

213

海水浴・ゴルフの帰りに！

キッチン せんす

国東半島ドライブにオススメ

東部支所

中
なか

本
もと

 健
けん

太
た

郎
ろう

※定休日、営業時間については各店舗にお問い合わせください。

NOSAI職員おすすめスポット NOSAI職員おすすめスポット いっちみちょくれ！いっちみちょくれ！

杵築市守江 1171 番地
TEL.090-1678-2878
定休日／毎週火曜日・第２、第４、月曜日
営業時間／ 11：30 〜 14：30
 17：30 〜 21：00
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キ
農業女子ラリキ
農業女子ラリちゃん

ひ
っ…

や
れ
や
れ…

わ
っ
せ

わ
っ
せ

ほ
ぉ
〜

土
壌
微
生
物
っ
て

ど
ん
な
生
き
物

な
ん
だ
ろ
〜

多
く
は

バ
ク
テ
リ
ア

な
ど
の

細
菌
だ
ね

土
壌
微
生
物
が
増
え
る
と

土
が
柔
ら
く
な
っ
て
作
物
が

病
気
に
か
か
り
に
く
く
な
る
よ

NOSAIおおいた広報紙「きらり」第50号
令和６年１月発行
大分県農業共済組合（本所）
〒870-0822  大分県大分市大道町３丁目１番１号
TEL.097-544-8110　FAX.097-544-8242
東 部 支 所 TEL.0978-63-4466
中西部支所 TEL.0973-72-3409
大分出張所 TEL.097-576-7461

南 部 支 所 TEL.0974-22-3330
竹田出張所 TEL.0974-63-2825
北 部 支 所 TEL.0978-32-1307

印刷： 小野高速印刷株式会社　〒870-0913 大分市松原町２-１-６
 TEL.097-558-3444　URL https://www.ohp.co.jp/

編集後記
年末年始を家でゆっくり過ごした方も多い

と思いますが、休み明けに待っているのは確
定申告です。青色申告は白色申告よりも控除
額が大きくなるほか様々なメリットがありま
す。簡単に使える会計ソフトも普及している
ので青色申告への移行をご検討ください。

今回の表紙　バナナ
われわれ日本人が良く知るバナナは黄色の

ものが多いですが、黄色いバナナの輸入は法
律で禁止されており、緑のバナナを国内で熟
して販売しているのです。

N
OSAI	OITA	Public	Relations	M

agazine		vol.50		2024.1

NOSAIへの
ご意見・ご要望をお寄せください

hp@nosai-oita.jp

宇佐市安心院町で2023年５月にオープンし
たGLAMPING	CABIN	安心院。自然豊かで、
遠く由布岳を眺める見晴らしのよい丘にあるこの
グランピング施設は、１棟貸切仕様のプライベー
トガーデンを設けた部屋で、優雅な空間を演出す
る。食事も大分の食材を使い、こだわりの料理を
提供。オープン以来、県内外より多くの方から利用
が相次ぎSNS等でも好評をいただいているそう
です。日常のストレスから開放され贅沢な非日常的
空間で癒されてみてはいかがでしょうか。

グランピング　キャビン

知
っちょくれ

GLAMPING 
CABIN 安心院

宇佐市安心院町下毛 828-1
年中無休
予約・問い合わせはホームページより
ホームページ／ https://www.glamping-oita.com/
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